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書

評

西
山
美
久
著
『
現
代
ロ
シ
ア
の
歴
史
認
識
論
争
―
―
「
大
祖

国
戦
争
史
観
」
を
め
ぐ
る
プ
ー
チ
ン
政
権
の
思
惑
―
―
』

（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

二
〇
二
五
年
、
三
八
四
頁
＋
二

三
頁
）

竹

内

大

樹

は
じ
め
に

本
書
は
、
多
民
族
国
家
・
ロ
シ
ア
を
統
合
す
る
過
程
で
、
プ
ー
チ
ン

政
権
が
喧
伝
し
て
き
た
「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
の
諸
相
を
、
実
証
的
に

分
析
し
た
著
作
で
あ
る
。「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
と
は
、
著
者
・
西
山
美

久
氏
に
よ
る
造
語
で
、「（
評
者
注
：
独
ソ
戦
に
お
け
る
）
欧
州
『
解
放
』

と
い
っ
た
ソ
連
の
貢
献
と
、
そ
の
た
め
に
払
わ
れ
た
多
大
な
犠
牲
を
強

調
す
る
プ
ー
チ
ン
政
権
の
歴
史
観
」（
三
頁
）
と
定
義
さ
れ
る
。

本
書
の
概
要

本
書
は
、
序
章
と
終
章
の
ほ
か
、
八
つ
の
章
と
一
つ
の
補
論
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。

序
章
で
は
、
プ
ー
チ
ン
政
権
の
「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
を
め
ぐ
る
先

行
研
究
が
整
理
さ
れ
る
が
、
そ
の
多
く
が
分
析
対
象
を
ロ
シ
ア
国
内
に

限
定
し
て
き
た
点
が
批
判
的
に
検
討
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
著
者
は
、
歴

史
認
識
を
め
ぐ
る
対
立
が
激
化
す
る
中
で
、
プ
ー
チ
ン
政
権
が
多
国
間

枠
組
み
の
活
用
や
、
共
通
の
記
憶
を
有
す
る
Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸
国
と
の
連
携
を

強
化
し
て
き
た
点
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、
欧
州
諸
国
や
国
際
機
関
の

異
議
申
し
立
て
を
射
程
に
入
れ
つ
つ
、「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
を
正
当
化

す
る
た
め
の
諸
実
践
を
解
明
す
る
こ
と
に
独
自
性
が
あ
る
と
す
る
。

第
一
章
で
は
、
現
代
ロ
シ
ア
に
お
い
て
「
大
祖
国
戦
争
で
の
勝
利
」

が
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
プ
ー
チ
ン
政
権

は
、
ソ
連
解
体
後
に
生
じ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
に
対

処
す
る
た
め
、
国
民
統
合
の
理
念
と
し
て
愛
国
主
義
に
着
目
し
、
そ
の

中
心
に
大
祖
国
戦
争
の
記
憶
を
据
え
る
こ
と
で
、
国
民
的
神
話
を
形
成

し
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
は
、
ソ
連
に
よ
る
「
欧
州
の
解
放
」
や
「
犠

牲
」
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
プ
ー
チ
ン
政
権
下
に
お
い

て
、
大
祖
国
戦
争
史
観
」
が
「
ロ
シ
ア
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
中
核

的
要
素
」
と
化
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、
プ
ー
チ
ン
政
権
の
「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
に
対
し
て

ラ
ト
ヴ
ィ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
が
講
じ
た
対
抗

措
置
と
、
そ
れ
ら
の
対
抗
措
置
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
反
応
に
つ
い
て
分
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析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
と
エ
ス
ト
ニ
ア
は
、
一
九
四
〇
年

に
ソ
連
へ
と
「
併
合
」
さ
れ
て
以
降
、「
独
立
回
復
」
に
至
る
ま
で
の
約

五
〇
年
間
を
「
ソ
連
に
よ
る
違
法
な
占
領
時
代
」
と
位
置
づ
け
、
他
方
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
チ
ェ
コ
は
い
ず
れ
も
ソ
連
に
「
併
合
」
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
社
会
主
義
体
制
下
に
置
か
れ
た
経
験
を
有
し
て
い
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
は
「
ソ
連
の
抑
圧
」
を
強
調
し
つ
つ
、
ソ
連
兵
記
念
碑
の

撤
去
を
進
め
て
い
る
。
他
方
で
、
チ
ェ
コ
に
つ
い
て
は
、
ソ
連
兵
記
念

碑
に
対
す
る
態
度
は
抑
制
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
自
治
体
レ
ベ

ル
で
は
そ
の
撤
去
が
進
行
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
に
呼
応
す
る
か

の
よ
う
に
、
欧
州
議
会
や
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
な
ど
の
欧
州
の
国
際
機
関
も
、
ロ

シ
ア
の
「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
に
異
議
を
唱
え
る
よ
う
に
な
り
、
欧
州

議
会
は
ナ
チ
ズ
ム
と
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
を
同
列
視
す
る
立
場
を
明
確
に

し
た
。
こ
れ
に
対
し
ロ
シ
ア
は
、
歴
史
の
「
歪
曲
」
へ
の
対
抗
を
外
交
・

安
全
保
障
上
の
課
題
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
を
公
式
文
書
や
ソ
フ
ト
・
パ

ワ
ー
戦
略
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
三
国
と
の
協
力
や
国
際

機
関
に
お
け
る
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
正
当

性
を
発
信
し
て
い
る
。

第
三
章
か
ら
第
五
章
で
は
、
第
二
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
欧
州
か
ら

の
異
議
申
立
て
に
対
し
、
プ
ー
チ
ン
政
権
が
ど
の
よ
う
に
「
大
祖
国
戦

争
史
観
」
の
正
当
化
を
図
っ
て
き
た
の
か
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

第
三
章
で
は
、
プ
ー
チ
ン
政
権
が
「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
を
対
外
的

に
発
信
す
る
主
要
な
舞
台
と
し
て
、
国
連
を
重
視
し
て
き
た
過
程
に
つ

い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
は
、
二
〇
〇
四
年
に
国
連
人
権
委
員

会
へ
人
種
主
義
や
ゼ
ノ
フ
ォ
ビ
ア
の
助
長
を
禁
じ
る
決
議
案
を
提
出

し
、こ
れ
を
賛
成
多
数
で
可
決
さ
せ
た
が
、そ
の
背
景
に
は
、ラ
ト
ヴ
ィ

ア
で
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
武
装
親
衛
隊
に
関
わ
る
記
念
日
が
制
定
さ
れ

た
こ
と
へ
の
強
い
反
発
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
ロ
シ
ア
に
と
っ

て
「
近
い
外
国
」
に
お
け
る
歴
史
認
識
の
対
立
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ

り
、「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
を
掲
げ
る
プ
ー
チ
ン
政
権
を
刺
激
し
た
と
さ

れ
る
。
し
か
し
、
同
決
議
の
採
択
後
も
武
装
親
衛
隊
元
兵
士
を
め
ぐ
る

活
動
は
継
続
し
、エ
ス
ト
ニ
ア
な
ど
で
も
同
様
の
動
き
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
こ
で
ロ
シ
ア
は
、
ソ
連
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
の
解
放
に
注
目
し
、
反
ナ
チ
ズ
ム
を
前
面
に
押

し
出
す
戦
略
へ
と
舵
を
切
っ
て
い
く
。
戦
勝
六
〇
周
年
を
迎
え
た
二
〇

〇
五
年
以
降
、
ロ
シ
ア
は
活
動
の
主
戦
場
を
人
権
委
員
会
か
ら
、
全
加

盟
国
が
参
加
す
る
国
連
総
会
へ
と
移
し
、
反
ナ
チ
ズ
ム
や
歴
史
的
記
憶

を
テ
ー
マ
と
す
る
決
議
案
を
毎
年
の
よ
う
に
提
出
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
決
議
は
概
ね
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
、
ロ
シ
ア
は
国
連

を
通
じ
て
自
ら
の
歴
史
認
識
を
国
際
社
会
に
訴
え
続
け
て
き
た
。
さ
ら

に
、ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
六
十
五
周
年
を
迎
え
た
二
〇
一
〇
年
以
降
、

ロ
シ
ア
は
同
裁
判
の
歴
史
的
意
義
を
強
調
し
、
二
〇
一
二
年
以
降
は
決

議
案
の
名
称
に
も
「
ナ
チ
ズ
ム
」
を
盛
り
込
む
こ
と
で
、
ナ
チ
ズ
ム
と
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の
闘
争
を
自
国
の
歴
史
認
識
の
中
核
に
据
え
て
い
る
。
他
方
で
、
欧
州

議
会
も
ネ
オ
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭
を
懸
念
す
る
決
議
を
採
択
し
た
が
、

ロ
シ
ア
が
提
出
し
た
反
ナ
チ
ズ
ム
決
議
案
に
は
、
表
現
の
自
由
へ
の
配

慮
や
国
内
問
題
へ
の
言
及
を
理
由
に
欧
州
諸
国
が
棄
権
す
る
場
面
も
見

ら
れ
た
。
本
章
の
議
論
か
ら
は
、
プ
ー
チ
ン
政
権
が
国
連
を
舞
台
と
し

つ
つ
、
反
ナ
チ
ズ
ム
と
い
っ
た
普
遍
的
価
値
を
通
じ
て
「
大
祖
国
戦
争

史
観
」
の
国
際
的
正
当
化
を
図
っ
て
き
た
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。

第
四
章
で
は
、「
共
通
の
記
憶
」
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
と
Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸
国
と

の
関
係
強
化
に
つ
い
て
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
プ
ー
チ
ン
は
、
旧
ソ

連
諸
国
の
う
ち
、
歴
史
認
識
を
め
ぐ
っ
て
対
立
関
係
に
あ
る
バ
ル
ト
諸

国
を
除
き
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸
国
と
は
戦
勝
と
い
う
「
共
通
の
歴
史
」
を
共
有

し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
諸
国
と
の
協
力
関
係
を

通
じ
て
、「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
の
正
当
性
を
国
際
社
会
に
向
け
て
発
信

し
よ
う
と
し
て
お
り
、
特
に
節
目
の
年
（
六
十
周
年
、
六
十
五
周
年
な

ど
）
に
は
、
首
脳
会
合
や
国
際
会
議
、
共
同
声
明
を
重
ね
、
戦
勝
の
記

憶
を
Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸
国
全
体
の
共
有
財
産
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
他
方

で
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸
国
の
多
く
で
は
戦
勝
が
肯
定
的
に
記
憶
さ
れ
、
自
民
族

の
貢
献
を
誇
り
つ
つ
も
ソ
連
全
体
の
勝
利
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

国
や
地
域
に
よ
る
温
度
差
は
あ
る
が
、
戦
勝
が
依
然
と
し
て
重
要
な
象

徴
で
あ
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
欧
州
諸
国

と
の
対
立
が
先
鋭
化
す
る
中
で
も
、
ロ
シ
ア
は
Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸
国
と
の
協
力

を
継
続
し
、
記
念
碑
保
護
や
歴
史
の
「
歪
曲
」
へ
の
対
抗
を
掲
げ
て
連

帯
を
強
め
て
き
た
。
本
章
は
、「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
が
Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸
国
と

の
協
力
を
重
要
な
基
盤
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。第

五
章
で
は
、
欧
州
諸
国
と
の
歴
史
認
識
を
め
ぐ
る
対
立
が
深
ま
る

中
で
、
プ
ー
チ
ン
政
権
が
ド
イ
ツ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
中
国
と
い
っ
た
第

三
国
と
の
協
力
を
通
じ
て
「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
の
正
当
化
を
図
っ
て

き
た
過
程
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
ロ
シ
ア
・
ド
イ
ツ
関
係
現
代

史
共
同
研
究
委
員
会
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
共
通
歴
史
教
科
書
の
編
纂
な

ど
学
術
的
成
果
を
通
じ
て
、「
非
政
治
的
」
な
歴
史
対
話
を
装
い
な
が
ら

政
権
の
立
場
が
補
強
さ
れ
て
き
た
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
政
権
幹
部
が
出

版
事
業
に
祝
辞
を
寄
せ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
枠
組
み
が
政
治
的
意
味

を
帯
び
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
次
に
、
ロ
シ
ア
は
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
の
記
憶
を
重
視
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
に
接
近
し
、
ナ
チ
ズ
ム
と
の
闘
争

と
い
う
共
通
項
を
強
調
す
る
こ
と
で
、「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
を
反
ナ
チ

ズ
ム
と
い
う
普
遍
的
価
値
に
接
続
し
て
き
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
中
国
と
の
協
力
に
お
い
て
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
勝
者
と
し

て
の
立
場
を
共
有
し
、
歴
史
の
「
書
き
換
え
」
に
反
対
す
る
姿
勢
を
首

脳
会
談
や
共
同
声
明
で
確
認
し
て
き
た
点
が
分
析
さ
れ
る
。
本
章
は
、

プ
ー
チ
ン
政
権
が
歴
史
認
識
問
題
に
お
い
て
対
立
と
協
力
を
使
い
分

け
、
第
三
国
、
と
り
わ
け
中
国
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
自
国
の
正
当
性
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を
国
際
的
に
構
築
し
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

補
論
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
記
憶
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
と
中
国
の

歴
史
認
識
の
連
動
と
、
日
本
に
向
け
ら
れ
る
言
及
が
、
二
〇
一
〇
年
代

以
降
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
き
た
の
か
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一

三
年
以
降
、
ロ
シ
ア
外
務
省
や
国
営
メ
デ
ィ
ア
は
靖
国
神
社
参
拝
問
題

を
繰
り
返
し
取
り
上
げ
、
日
本
の
歴
史
認
識
を
軍
国
主
義
と
結
び
つ
け

て
批
判
し
て
き
た
。
一
方
で
、
戦
勝
八
〇
周
年
に
至
る
ま
で
、
プ
ー
チ

ン
大
統
領
自
身
が
日
本
に
直
接
不
満
を
示
し
た
事
例
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
二
〇
一
五
年
の
戦
勝
七
〇
周
年
以
降
、
ロ
シ
ア
と
中
国
は
共
同

声
明
や
記
念
行
事
を
通
じ
て
、「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
争
の
勝
利
」
と
「
共

通
の
記
憶
」
を
強
調
し
、
ナ
チ
ズ
ム
お
よ
び
軍
国
主
義
と
の
闘
争
を
前

面
に
押
し
出
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
日
本
は
歴
史
認
識

を
め
ぐ
る
文
脈
で
言
及
さ
れ
、
ロ
シ
ア
は
中
国
側
の
対
日
認
識
を
国
際

社
会
に
向
け
て
発
信
し
て
い
る
。
本
補
論
は
、
露
中
の
歴
史
認
識
上
の

協
調
が
対
外
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
機
能
し
て
い
る
点
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
第
六
章
か
ら
第
八
章
ま
で
は
、
ロ
シ
ア
国
内
で
起
き
た
歴
史

認
識
を
巡
る
諸
問
題
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
プ
ー
チ
ン
政
権
が
対
処
し

「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
の
正
当
性
を
擁
護
し
て
き
た
の
か
検
討
さ
れ
て

い
る
。

第
六
章
で
は
、
一
九
四
一
年
の
モ
ス
ク
ワ
防
衛
戦
で
英
雄
的
活
躍
を

遂
げ
た
と
さ
れ
る
「
パ
ン
フ
ィ
ー
ロ
フ
の
二
八
人
」
を
め
ぐ
る
論
争
を

分
析
対
象
と
し
、
戦
勝
神
話
の
正
当
性
が
い
か
に
し
て
維
持
・
強
化
さ

れ
て
き
た
の
か
分
析
さ
れ
て
い
る
。「
パ
ン
フ
ィ
ー
ロ
フ
の
二
八
人
」

は
、
ソ
連
時
代
か
ら
祖
国
防
衛
の
象
徴
的
英
雄
と
し
て
称
揚
さ
れ
、
記

念
碑
の
建
立
や
教
科
書
へ
の
記
載
を
通
じ
て
国
民
的
記
憶
と
し
て
定
着

し
て
き
た
。
し
か
し
二
〇
一
一
年
、
ロ
シ
ア
国
立
公
文
書
館
長
セ
ル
ゲ

イ
・
ミ
ロ
ネ
ン
コ
が
、
軍
最
高
検
察
の
報
告
書
を
根
拠
に
、
二
八
人
の

英
雄
的
物
語
が
記
者
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
架
空
の
物
語
で
あ
る
と
発

言
し
た
こ
と
で
、
大
き
な
波
紋
が
広
が
っ
た
。
こ
の
発
言
は
、
大
祖
国

戦
争
史
観
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
も
の
で
あ
り
、
政
権
や
愛
国

主
義
的
立
場
の
人
物
か
ら
強
い
反
発
を
招
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
退
役

軍
人
や
歴
史
家
、さ
ら
に
は
文
化
相
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
メ
デ
ィ
ン
ス
キ
ー

ら
が
中
心
と
な
り
、「
パ
ン
フ
ィ
ー
ロ
フ
の
二
八
人
」
を
擁
護
す
る
言
説

が
展
開
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
二
八
人
と
い
う
数
字
の
正
確
性
を
問
題
に

す
る
よ
り
も
、
祖
国
防
衛
に
尽
力
し
た
師
団
全
体
の
功
績
や
、
戦
時
下

で
の
英
雄
的
行
為
の
象
徴
性
を
重
視
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
メ
デ
ィ

ン
ス
キ
ー
は
メ
デ
ィ
ア
や
会
合
の
場
で
ミ
ロ
ネ
ン
コ
を
批
判
し
、
歴
史

の
「
歪
曲
」
に
対
抗
す
る
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
ミ
ロ

ネ
ン
コ
は
二
〇
一
六
年
に
公
文
書
館
長
を
辞
任
す
る
に
至
る
。
ま
た
同

年
、
ロ
シ
ア
連
邦
公
文
書
総
局
が
大
統
領
直
属
組
織
へ
と
改
組
さ
れ
、

歴
史
資
料
の
管
理
が
よ
り
強
く
政
権
の
統
制
下
に
置
か
れ
た
。
さ
ら

に
、
文
化
省
の
支
援
を
受
け
て
映
画
『
パ
ン
フ
ィ
ー
ロ
フ
の
二
八
人
』
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が
製
作
・
公
開
さ
れ
、
高
い
関
心
を
集
め
る
な
ど
、
文
化
政
策
を
通
じ

た
英
雄
物
語
の
再
生
産
も
進
め
ら
れ
た
。
プ
ー
チ
ン
自
身
も
同
映
画
を

鑑
賞
す
る
な
ど
、
象
徴
的
な
形
で
擁
護
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
本
章

で
は
、
プ
ー
チ
ン
政
権
が
国
内
に
お
け
る
異
論
を
封
じ
込
め
つ
つ
、「
大

祖
国
戦
争
史
観
」
を
ロ
シ
ア
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
中
核
と
し
て
維

持
す
る
た
め
、
政
治
的
・
制
度
的
・
文
化
的
手
段
を
総
動
員
し
て
き
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

第
七
章
で
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
に
よ
る
ス
タ
ー
リ
ン
再
評
価
の

動
向
を
通
じ
て
、
プ
ー
チ
ン
政
権
下
の
歴
史
認
識
問
題
が
分
析
さ
れ
て

い
る
。
ソ
連
解
体
後
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
大
粛
清
や
強
制
収
容
所
と
い
っ

た
負
の
側
面
か
ら
否
定
的
に
語
ら
れ
て
き
た
が
、二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、

世
論
調
査
で
は
評
価
の
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
多
く
の
国

民
は
政
治
弾
圧
を
否
定
し
つ
つ
も
、
大
祖
国
戦
争
を
勝
利
に
導
い
た
指

導
者
と
し
て
の
ス
タ
ー
リ
ン
像
を
肯
定
的
に
捉
え
て
お
り
、
そ
の
認
識

は
両
義
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
世
論
を
背
景
に
、
共
産
党
は
愛
国
主
義

と
社
会
主
義
的
価
値
を
結
び
つ
け
、
ス
タ
ー
リ
ン
を
工
業
化
と
戦
勝
を

成
し
遂
げ
た
国
家
指
導
者
と
し
て
再
評
価
し
て
き
た
。
党
首
ジ
ュ
ガ
ー

ノ
フ
は
、
現
政
権
が
戦
勝
を
語
る
際
に
ス
タ
ー
リ
ン
の
役
割
を
十
分
に

評
価
し
て
い
な
い
と
批
判
し
、
党
機
関
紙
や
集
会
、
戦
勝
記
念
行
事
を

通
じ
て
ス
タ
ー
リ
ン
像
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

プ
ー
チ
ン
政
権
は
戦
時
指
導
力
を
一
定
程
度
認
め
つ
つ
も
、
政
治
弾
圧

の
犠
牲
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
慎
重
な
立
場
を
維
持
し
て
お

り
、
両
者
の
歴
史
認
識
に
は
差
異
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
対
立
は
、

ペ
ン
ザ
州
や
ノ
ヴ
ォ
シ
ビ
ル
ス
ク
市
で
の
胸
像
設
置
な
ど
、
地
方
レ
ベ

ル
で
具
体
的
な
行
動
と
し
て
表
出
し
て
い
る
。
本
章
は
、
ス
タ
ー
リ
ン

再
評
価
を
め
ぐ
る
動
向
が
、
体
制
正
当
化
や
政
治
的
競
合
と
結
び
つ
い

た
「
記
憶
の
政
治
」
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
社
会
に
お
け
る
歴
史
認
識
の
多

層
性
を
示
す
重
要
な
事
例
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
八
章
で
は
、「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
国
内
で
噴
出

し
つ
つ
あ
る
異
論
を
封
じ
込
め
る
べ
く
、
プ
ー
チ
ン
政
権
が
各
種
法
律

を
改
正
し
罰
則
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
歴
史
認
識
を
統
一
す
る
過
程
に

つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
で
は
歴
史
解
釈
を
め
ぐ
る
問
題

が
、
欧
州
諸
国
と
の
対
立
の
み
な
ら
ず
国
内
政
治
の
核
心
に
位
置
づ
け

ら
れ
、
政
権
は
法
改
正
を
通
じ
て
「
正
し
い
歴
史
観
」
を
固
定
化
し
て

き
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
、
与
党
「
統
一
ロ
シ
ア
」
を
中
心
に

「
ナ
チ
ズ
ム
の
復
権
」
を
防
ぐ
と
の
名
目
で
、
ソ
連
史
や
大
祖
国
戦
争
の

評
価
を
否
定
・
相
対
化
す
る
言
動
を
処
罰
す
る
動
き
が
強
ま
っ
た
。
二

〇
一
四
年
の
刑
法
改
正
で
は
、
ソ
連
の
戦
争
行
為
を
ナ
チ
ス
と
同
一
視

す
る
表
現
や
戦
勝
の
意
義
を
否
定
す
る
言
説
が
犯
罪
化
さ
れ
、
歴
史
研

究
や
言
論
の
自
由
に
直
接
的
な
制
約
が
加
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
記
念

日
、
記
念
碑
、
教
育
内
容
、
メ
デ
ィ
ア
報
道
に
至
る
ま
で
国
家
が
定
め

た
歴
史
解
釈
へ
の
同
調
が
求
め
ら
れ
、
違
反
は
摘
発
や
訴
追
の
対
象
と
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な
っ
た
。
当
初
は
象
徴
的
・
限
定
的
だ
っ
た
法
の
運
用
は
、
二
〇
一
〇

年
代
後
半
以
降
に
件
数
を
増
や
し
、
二
〇
二
二
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

以
降
は
急
速
に
強
化
さ
れ
た
。
結
果
と
し
て
、
歴
史
は
学
問
的
検
証
の

対
象
で
は
な
く
、
国
家
の
正
当
性
を
支
え
る
政
治
資
源
と
し
て
法
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
法
律
が
歴
史
解
釈
を
統
べ
る
」
体

制
が
確
立
し
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

終
章
で
は
、
本
書
全
体
の
議
論
を
総
括
し
、
プ
ー
チ
ン
政
権
に
と
っ

て
の
「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
が
い
か
に
現
在
の
政
治
と
戦
争
を
支
え
る

基
盤
と
な
っ
て
い
る
か
を
明
確
に
す
る
。
ロ
シ
ア
は
大
祖
国
戦
争
に
お

け
る
勝
利
の
記
憶
を
国
家
的
資
源
と
し
て
再
構
成
し
、
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ

ム
の
暴
力
や
周
辺
国
の
被
害
を
周
縁
化
し
な
が
ら
、
反
ナ
チ
ズ
ム
を
道

徳
的
正
統
性
の
根
拠
と
し
て
き
た
。
こ
の
記
憶
の
政
治
は
、
国
家
安
全

保
障
や
外
交
理
念
と
結
び
つ
き
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
面
侵
攻
に
お
い
て
露

骨
な
動
員
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
一
方
で
、
国
際
社
会
や
周
辺

地
域
で
は
異
な
る
歴
史
認
識
が
対
抗
的
に
存
在
し
、
ロ
シ
ア
の
歴
史
観

は
深
刻
な
摩
擦
を
生
ん
で
い
る
。
終
章
は
、
戦
争
を
理
解
す
る
た
め
に

は
現
在
の
出
来
事
だ
け
で
な
く
、
記
憶
を
め
ぐ
る
政
治
闘
争
を
批
判
的

に
捉
え
る
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
締
め
く
く
ら
れ
る
。

コ
メ
ン
ト

本
書
の
最
大
の
学
術
的
貢
献
は
、「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
を
ロ
シ
ア
国

内
に
お
け
る
記
憶
政
治
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
国
際
政
治
の
場
に

お
い
て
展
開
さ
れ
る
多
国
間
的
実
践
と
し
て
捉
え
直
し
た
点
に
あ
る
。

従
来
の
研
究
が
、
愛
国
主
義
動
員
や
記
念
行
事
、
教
育
・
文
化
政
策
と

い
っ
た
国
内
的
側
面
に
分
析
の
重
点
を
置
い
て
き
た
の
に
対
し
、
西
山

氏
は
、
欧
州
諸
国
と
の
歴
史
認
識
を
め
ぐ
る
対
立
、
国
連
に
お
け
る
活

動
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸
国
や
第
三
国
と
の
協
力
関
係
を
丹
念
に
追
う
こ
と
で
、

プ
ー
チ
ン
政
権
の
歴
史
政
治
が
国
際
秩
序
の
な
か
で
戦
略
的
に
構
築
・

運
用
さ
れ
て
き
た
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
書
は
、
著
者
も
強

調
し
て
い
る
よ
う
に
、「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
多
国
間

的
視
座
を
導
入
し
た
点
で
、
先
行
研
究
に
対
し
て
重
要
な
理
論
的
・
実

証
的
前
進
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

評
者
の
関
心
か
ら
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、
本
書
が
描
き
出
す

「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
が
、
単
な
る
過
去
の
解
釈
を
め
ぐ
る
言
説
で
は
な

く
、
現
代
ロ
シ
ア
に
お
け
る
国
家
建
設
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
政
治
実

践
と
し
て
機
能
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
六
章
か
ら
第
八
章
に
か
け
て

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
英
雄
神
話
を
め
ぐ
る
論
争
、
ス
タ
ー
リ
ン
再
評
価

を
め
ぐ
る
政
治
的
競
合
、
さ
ら
に
は
法
改
正
を
通
じ
た
異
論
の
封
じ
込

め
は
、
い
ず
れ
も
「
正
し
い
歴
史
」
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ
る
と
同
時
に
、
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国
家
の
正
統
性
と
国
民
統
合
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
闘
争
で
も
あ
る
。
と

り
わ
け
、
国
内
の
異
論
が
制
度
的
・
法
的
に
管
理
さ
れ
て
い
く
過
程
は
、

「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
が
ロ
シ
ア
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
に
お
い

て
中
核
的
地
位
を
占
め
て
い
る
点
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
書
は
、
歴
史
認
識
が
法
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
て
い
く
過
程

を
、
具
体
的
事
例
を
通
じ
て
描
き
出
し
て
い
る
点
で
も
示
唆
に
富
む
。

刑
法
改
正
に
よ
る
歴
史
解
釈
の
犯
罪
化
や
、
記
念
碑
・
記
念
日
・
教
育

内
容
に
対
す
る
国
家
の
関
与
は
、
歴
史
が
学
術
的
検
証
の
対
象
で
あ
る

こ
と
を
超
え
、
国
家
の
正
当
性
を
支
え
る
政
治
資
源
と
し
て
制
度
的
に

管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
本
書
は
、
現

代
ロ
シ
ア
に
お
い
て
「
法
律
が
歴
史
解
釈
を
統
べ
る
」
体
制
が
形
成
さ

れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
実
証
的
に
裏
付
け
る
重
要
な
素
材
を
提
供
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。

以
下
で
は
、
評
者
の
疑
問
点
に
つ
い
て
、
二
点
ほ
ど
指
摘
し
た
い
。

第
一
に
、
ロ
シ
ア
が
喧
伝
す
る
「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
が
、
ロ
シ
ア

に
対
し
て
対
立
的
な
姿
勢
を
と
る
バ
ル
ト
諸
国
に
居
住
す
る
、
し
ば
し

ば
ロ
シ
ア
に
親
近
感
を
抱
く
と
さ
れ
る
ロ
シ
ア
語
系
住
民
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
作
用
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

第
二
章
・
第
三
章
で
は
、
バ
ル
ト
諸
国
と
ロ
シ
ア
、
さ
ら
に
は
欧
州

諸
国
・
国
際
機
関
と
の
間
で
生
じ
て
い
る
歴
史
認
識
を
め
ぐ
る
対
立
が

精
緻
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
第
四
章
で
は
、
ロ
シ
ア
が
Ｃ
Ｉ
Ｓ
諸
国
と

の
連
携
を
通
じ
て
、
戦
勝
の
記
憶
を
「
共
通
の
歴
史
」
と
し
て
国
際
社

会
に
発
信
し
て
き
た
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

他
方
で
、
本
書
の
分
析
は
主
と
し
て
国
家
間
関
係
や
外
交
実
践
の
次

元
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
が
、
バ
ル
ト
諸
国
の

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
で
あ
る
ロ
シ
ア
語
系
住
民
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う

に
受
容
さ
れ
、
い
か
な
る
社
会
的
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

は
、
必
ず
し
も
正
面
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の
よ
う

に
、
国
家
単
位
で
は
ロ
シ
ア
と
対
立
的
に
見
え
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

現
地
の
ロ
シ
ア
語
系
住
民
の
間
で
は
、「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
と
親
和
的

な
記
憶
が
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
(ⅰ
)
る
。
ロ
シ
ア
が
大

祖
国
戦
争
の
記
憶
を
動
員
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
バ
ル

ト
諸
国
に
お
け
る
ロ
シ
ア
語
系
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
や
社

会
的
関
係
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
を
、
ミ
ク
ロ
な
社

会
レ
ベ
ル
か
ら
検
討
す
る
余
地
は
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

第
二
に
、
近
年
ロ
シ
ア
が
喧
伝
し
て
い
る
国
家
観
で
あ
る
「
国
家
―

文
明
」
と
「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
と
の
関
係
で
あ
る
。
西
山
氏
も
強
調

し
て
い
る
よ
う
に
、「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
は
、
現
代
ロ
シ
ア
の
「
愛
国

主
義
」
を
構
成
す
る
不
可
分
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ

は
「
諸
民
族
の
自
発
的
結
合
」
を
謳
う
多
民
族
国
家
で
あ
っ
た
ソ
連
に

お
け
る
諸
民
族
の
犠
牲
と
貢
献
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
表
向
き
に
は
多
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民
族
的
記
憶
や
諸
民
族
平
等
を
前
提
と
す
る
語
り
と
し
て
提
示
さ
れ
て

き
た
。
他
方
で
、
二
〇
一
二
年
以
降
に
前
景
化
し
た
「
国
家
―
文
明
（г

осударство-цивилизация

）」
概
念
は
、
多
民
族
性
そ
の
も
の
を
否

定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
ロ
シ
ア
民
族
と
ロ
シ
ア
民
族
文
化
に
規
範

的
中
心
性
を
与
え
る
国
家
観
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
こ
の
国
家
観
の

下
で
は
、
諸
民
族
の
共
存
は
認
め
ら
れ
る
一
方
で
、
国
家
の
中
核
を
担

う
主
体
と
し
て
ロ
シ
ア
民
族
が
特
権
的
地
位
を
占
め
る
こ
と
が
前
提
と

さ
れ
て
お
り
、
多
民
族
性
は
必
ず
し
も
対
等
な
関
係
と
し
て
構
想
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
(ⅱ
)
い
。

こ
の
点
に
照
ら
す
と
、
多
民
族
的
記
憶
と
諸
民
族
平
等
を
強
調
す
る

「
大
祖
国
戦
争
史
観
」と
、序
列
化
さ
れ
た
多
民
族
性
を
前
提
と
す
る「
国

家
―
文
明
」
と
の
あ
い
だ
に
は
、
一
定
の
緊
張
関
係
が
内
在
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
両
者
は
、
機
能
的
に
は
愛
国
主
義
動
員
と
国
家
正
統

性
の
補
完
的
装
置
と
し
て
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
の
、
規
範
的
次
元
に

お
い
て
は
必
ず
し
も
自
明
に
整
合
的
と
は
言
え
な
い
。

本
書
は
、
主
と
し
て
歴
史
政
治
の
実
践
過
程
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と

で
、「
大
祖
国
戦
争
史
観
」
が
い
か
に
国
内
外
で
展
開
さ
れ
て
き
た
の
か

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
上
述
の
新
た
な
国
家
観
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
必
ず
し
も
理
論
的
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
、「
大
祖
国
戦

争
史
観
」が
多
民
族
的
記
憶
を
動
員
す
る
言
説
と
し
て
維
持
さ
れ
つ
つ
、

同
時
に
「
国
家
―
文
明
」
と
い
う
枠
組
み
の
も
と
で
ロ
シ
ア
民
族
中
心

の
国
家
秩
序
が
強
化
さ
れ
て
い
く
過
程
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か

は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
点
は
、
本
書
の
分
析
枠
組
み
の
限
界
を
示
す
も
の
と
い
う
よ

り
も
、
む
し
ろ
西
山
氏
の
実
証
的
研
究
が
提
示
し
た
成
果
を
、
現
代
ロ

シ
ア
の
国
家
建
設
や
国
民
統
合
の
理
論
的
議
論
へ
と
接
続
し
て
い
く
た

め
の
論
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

脚
注

（
ⅰ
)
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の
ロ
シ
ア
語
系
住
民
の
歴
史
認
識
に
つ
い
て
触
れ

た
も
の
と
し
て
、
Cheskin,A
m
m
on.“T
he‘D
em
ocratisation

of
H
istory’and
Generational
Change”
(Chapter
6).
In

R
ussian-Speakers
in
Post-Soviet
Latvia:
D
iscursive

Identity
Strategies,
Edinburgh:
Edinburgh
U
niversity

Press,2016.129-148.

（
ⅱ
)
二
〇
一
二
年
以
降
の
国
家
観
の
変
容
に
触
れ
た
も
の
と
し
て
、

K
olstø,Pål.“T
he
ethnification
ofRussian
nationalism
.”In

T
he
N
ew
R
ussian
N
ationalism
:
Im
perialism
,
E
thnicity

and
A
uthoritarianism
2000-15,edited
by
PålK
olstø
and

H
elge
Blakkisrud,
Edinburgh:
Edinburgh
U
niversity

Press,2016.18-45.
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